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※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。

1

米国の政策金利引き下げ局面で株式市場は上昇傾向

（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）

追加型投信／内外／株式

※期間：＜左図＞1988年（類似運用戦略の設定年の翌年）～2024年（年次）、＜右図＞2024年～2027年（年次）、2025年～2027年は予測値。

※左図は、政策金利が前年末から引き下げられた年の騰落率を平均したもの。

※右図は、各年末時点における米フェデラルファンド（FF）金利誘導目標の中央値。予測値は米連邦公開市場委員会（FOMC）参加者による（2025年6月時

点）。

※類似運用戦略の運用実績は、運用費用控除後、税引前分配金再投資、米ドルベースですが、各ファンドでは信託報酬などの費用がかかります。（以下同様）

※米国大型成長株式は、ラッセル1000グロースインデックス（トータルリターン、米ドルベース）。同インデックスは類似運用戦略のベンチマークであり、各
ファンドのベンチマークではありません。（以下同様）

※各指数については「当資料で使用している指数について」をご覧ください。各指数はすべて米ドルベースです。

出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

平素は、 「One／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／

毎月決算・予想分配金提示型）」（以下、「各ファンド」という場合があります。）をご愛顧いただき、厚く御礼申し上

げます。

米国では、2027年にかけて政策金利の引き下げが見込まれるなか、今年は中間選挙の前年にあたり、株式市

場の動向が注目されます。各ファンドの類似運用戦略であり、フィデリティの旗艦戦略の１つであるフィデリティ・

ブルーチップ・グロース・ファンド（以下、類似運用戦略）は、過去の同様の局面において良好なパフォーマンスを発

揮してきました。

米政策金利の見通し米政策金利が前年から引き下げられた年の騰落率

過去、米国の政策金利の引き下げ局面において株式市場は上昇傾向を示しています。

今年から2027年にかけては、米国で政策金利の引き下げが見込まれています。米国の関税政策が市場を左右す

る可能性はあるものの、政策金利の引き下げが今後の株式市場にとってプラスに働く可能性が考えられます。

※上記は過去の情報および作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

上記は、One／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド（各ファンド）の類似運用戦略であるフィデリティ・ブルーチップ・グロース・ファンドの
パフォーマンスを表しています。各ファンドの運用実績ではありません。また、将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。
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Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）

中間選挙の前年の米国株式は上昇傾向

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 2

今年は米国の中間選挙の前年にあたります。選挙と株式市場の間にみられる傾向は、「選挙サイクルアノマリー」と

して知られています。アノマリーとは、理論的な説明が難しいものの経験則としての株価傾向のことをいいます。明確

な根拠が解明されているわけではありませんが、政策の不確実性の解消と景気刺激策への期待などが株式市場の上

昇要因であると考えられています。

過去の米国株式市場の動向をみると、中間選挙前年にあたる大統領就任1年目は、平均して20%程度の上昇をみ

せています。

中間選挙前年（大統領就任1年目）の平均騰落率 【ご参考】米国株式の平均騰落率

中間選挙前年（大統領就任1年目）の各年の騰落率

※期間：198８年（類似運用戦略の設定の翌年） ～2024年（年次）
※各指数については「当資料で使用している指数について」をご覧ください。各指数はすべて米ドルベースです。
※下表は、各期間において最も優れたパフォーマンスを示した戦略または指数を、青字で示しています。
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

各年の騰落率をみると、類似運用戦略の騰落率が他の指数を上回った年が過半でした。

※上記は過去の情報であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

上記は、One／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド（各ファンド）の類似運用戦略であるフィデリティ・ブルーチップ・グロース・ファンドの
パフォーマンスを表しています。各ファンドの運用実績ではありません。また、将来の運用成果を示唆・保証するものではありません。
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1989年 36.3% 32.7% 31.7% 15.2%

1993年 24.5% 0.8% 10.1% 22.1%

1997年 27.0% 30.5% 33.3% 15.0%

2001年 -16.6% -20.4% -11.9% -15.8%

2005年 4.0% 5.2% 4.9% 11.4%

2009年 45.0% 37.2% 26.4% 35.5%

2013年 39.8% 33.5% 32.4% 23.5%

2017年 36.1% 30.2% 21.8% 24.7%

2021年 22.7% 27.6% 28.7% 19.0%



※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 3
資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。

01
＊1 米国の店頭市場登録の銘柄を組入れることがあります。

以下の投資信託証券を投資対象とするファンド・オブ・ファンズの形式で運用を行います。

フィデリティ・ブルーチップ・グロース・ファンド（適格機関投資家専用）＊2 （以下「ブルーチップファンド」といいます。）

＊2「フィデリティ・ブルーチップ・グロース・ファンド（適格機関投資家専用）」は「フィデリティ・ブルーチップ・グロース・マザーファンド受益証券」を主

要投資対象とするファミリーファンド方式により運用を行います。

ＤＩＡＭマネーマザーファンド受益証券

主として、米国を中心に世界（日本を含みます。）の金融商品取引所に上場
（これに準ずると委託会社が判断したものを含みます。＊1）されている優良企業の株式
に実質的に投資を行い、長期的な値上がり益を獲得することをめざします。

各投資信託証券への投資割合は、資金動向や市況動向等を勘案して決定するものとし、ブルーチップファンドの組入比率

は、原則として高位を維持します。

実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行いません。

ファンドの特色
Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）

＊3 フィデリティ投信株式会社は、独立系資産運用グループのフィデリティ・インターナショナルの一員です。 フィデリティ・インターナショナルはフィデリ

ティ・インベスメンツの国際投資部門として1969年に設立しました。1980年に米国の組織から独立し、現在は経営陣と創業家が主要株主となって

います。

＊4 FIAM LLCは、企業年金、公的年金、基金、財団、中央銀行、政府系ファンド、保険会社を含む世界各国の機関投資家を対象とした資産運用サービス

に特化しています。FIAM LLCは米国を本拠地とするFMR LLCの子会社です。なお、FIAM LLC及びFMR LLCはフィデリティ・インベスメンツの

一員です。

02 ブルーチップファンドの運用は、フィデリティ投信株式会社＊3が行います。

投資対象ファンドであるフィデリティ・ブルーチップ・グロース・ファンド（適格機関投資家専用）の運用会社であるフィデリ

ティ投信株式会社＊3は、運用の指図に関する権限の一部（株式等の投資判断の一部）をFIAM LLC＊4に委託します。



※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 4
資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。

03

＜隔月決算・予想分配金提示型の分配金について＞

各決算期末の前営業日の基準価額＊に応じて、原則として、以下の金額の分配をめざします。
＊基準価額は、１万口当たりとし、ファンド設定来の支払済み分配金（税引前）を含みません。

「成長型」「隔月決算・予想分配金提示型」「毎月決算・予想分配金提示型」
の３つのファンドからご選択いただけます。

※分配対象額が少額の場合、各決算期末の前営業日から当該決算期末までに基準価額が急激に変動した場合等には、上記と異なる分配金額となること

や分配を行わないことがあります。

※各決算期末の前営業日の基準価額水準に応じて、予想分配金額は変動します。基準価額が上記の一定水準に一度でも到達すれば、その水準に応じた

予想分配金額が次期決算以降も継続されるというものではありません。

※分配を行うことにより基準価額は下落します。このため、次期決算以降の分配金額は変動する場合があります。また、基準価額が下落し続ける場面にお

いても、上記の表に基づく分配をめざします。この場合、分配を行うことにより基準価額がさらに下落します。

※上記の表は、基準価額水準における予想分配金額を示すことを目的としています。分配金額は予想に基づくものであり、将来の運用の成果を示唆およ

び保証するものではありません。

※分配金額は、収益分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配を約束するものではありません。また、分配金が支払われな

い場合もあります。

※投資者ごとに購入金額が異なるため、基準価額が10,000円を超えて支払われた分配金であっても、分配金の一部または全部が実質的に元本の払い

戻しに相当する場合があります。

※投資信託において分配金を受け取ることは、将来、運用する資金の減少につながります。その結果、分配後に市況が下落した場合には、実質的に利益確

定や損失回避などの効果が期待されますが、逆に上昇した場合には、運用の複利効果が抑制されることにつながります。また分配金額が多いほど、実

質的に利益確定や損失回避などの効果や複利効果の抑制に大きく影響します。

成長型
原則として、毎年5月および11月の各20日（休業日の場合は翌営業日）の決算日に収益
の分配を行います。

隔月決算・
予想分配金提示型

原則として、毎年1月、3月、5月、7月、9月、11月の各20日（休業日の場合は翌営業日）の決算
日に収益の分配を行います。

毎月決算・
予想分配金提示型

毎月決算を行い、毎決算期末の前営業日の基準価額に応じて分配を行います。

各決算期末の前営業日の基準価額 予想分配金額（１万口当たり、税引前）

11,000円未満 基準価額の水準等を勘案して決定

11,000円以上12,000円未満 200円

12,000円以上13,000円未満 300円

13,000円以上14,000円未満 400円

14,000円以上 500円

ファンドの特色
Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）

＜毎月決算・予想分配金提示型の分配金について＞

各決算期末の前営業日の基準価額＊に応じて、原則として、以下の金額の分配をめざします。
＊基準価額は、１万口当たりとし、ファンド設定来の支払済み分配金（税引前）を含みません。

各決算期末の前営業日の基準価額 予想分配金額（１万口当たり、税引前）

10,500円未満 基準価額の水準等を勘案して決定

10,500円以上13,000円未満 120円

13,000円以上15,500円未満 150円

15,500円以上18,000円未満 180円

18,000円以上20,500円未満 210円

20,500円以上 240円



各ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある有価証券等（実質的に投資する外貨建資産には為替

変動リスクもあります。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。これらの運用による損益はすべて

投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではなく、基準

価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。

また、投資信託は預貯金と異なります。

株価変動リスク

株式の価格は、国内外の政治・経済・社会情勢の変化、発行企業の業績・経営状況の変化、市場の需

給関係等の影響を受け変動します。株式市場や各ファンドが実質的に投資する企業の株価が下落

した場合には、その影響を受け、基準価額が下落する要因となります。また、各ファンドは、実質的

に個別銘柄の選択による投資を行うため、株式市場全体の動向から乖離することがあり、株式市

場が上昇する場合でも基準価額は下落する場合があります。

為替変動リスク

為替相場は、各国の政治情勢、経済状況等の様々な要因により変動し、外貨建資産の円換算価格に

影響をおよぼします。各ファンドは、実質組入外貨建資産について原則として為替ヘッジを行わな

いため為替変動の影響を受けます。このため為替相場が当該実質組入資産の通貨に対して円高に

なった場合には、実質保有外貨建資産が現地通貨ベースで値上がりした場合でも基準価額が下落

する可能性があります。

信用リスク

有価証券等の価格は、その発行体に債務不履行等が発生または予想される場合には、その影響を

受け変動します。各ファンドが実質的に投資する株式の発行者が経営不安・倒産に陥った場合、ま

た、こうした状況に陥ると予想される場合、信用格付けが格下げされた場合等には、株式の価格が

下落したり、その価値がなくなることがあり、基準価額が下落する要因となります。

流動性リスク

有価証券等を売却または取得する際に市場規模や取引量、取引規制等により、その取引価格が影

響を受ける場合があります。一般に市場規模が小さい場合や取引量が少ない場合には、市場実勢

から期待できる価格どおりに取引できないことや、値動きが大きくなることがあり、基準価額に影

響をおよぼす要因となります。

カントリーリスク

投資対象国・地域の政治経済情勢、通貨規制、資本規制、税制、また取引規制等の要因によって資

産価格や通貨価値が大きく変動する場合があります。海外に投資する場合には、これらの影響を受

け、基準価額が下落する要因となります。

特定の投資信託証券

に投資するリスク

各ファンドが実質的に組入れる投資信託証券における運用会社の運用の巧拙が、各ファンドの運用成果

に大きな影響をおよぼします。

※基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。

ファンドの投資リスク

基準価額の変動要因

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 5

Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）



収益分配金に関する留意事項

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 6



購入単位 販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円）

購入価額 購入申込受付日の翌々営業日の基準価額（基準価額は1万口当たりで表示しています。）

換金単位 販売会社が定める単位

換金価額 換金申込受付日の翌々営業日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額

換金代金 原則として換金申込受付日から起算して6営業日目からお支払いします。

購入・換金申込不可日
ニューヨーク証券取引所、ニューヨークの銀行のいずれかの休業日に該当する日には、購入・換金のお

申込みの受付を行いません。

換金制限 信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求に制限を設ける場合があります。

購入・換金申込受付

の中止および取消し

投資を行う投資信託証券の取得申込みの停止、投資を行った投資信託証券の換金停止、金融商品取引

所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があると

きは、購入・換金のお申込みの受付を中止することおよびすでに受付けた購入・換金のお申込みの受付

を取り消す場合があります。

信託期間
＜成長型＞＜隔月決算・予想分配金提示型＞無期限（2023年12月12日設定）

＜毎月決算・予想分配金提示型＞無期限（2025年3月7日設定）

繰上償還

各ファンドが主要投資対象とするブルーチップファンドが存続しないこととなる場合には、受託会社と

合意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）させます。各ファンドにおいて純資産総額が

30億円を下回ることとなった場合等には、償還することがあります。

決算日

＜成長型＞

毎年5月、11月の各20日（休業日の場合は翌営業日）

＜隔月決算・予想分配金提示型＞

毎年1月、3月、5月、7月、9月、11月の各20日（休業日の場合は翌営業日）

＜毎月決算・予想分配金提示型＞

毎月20日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配

＜成長型＞

年2回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。

＜隔月決算・予想分配金提示型＞

年6回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。

＜毎月決算・予想分配金提示型＞

年12回の毎決算日に、収益分配方針に基づいて収益分配を行います。

※お申込コースには、「分配金受取コース」と「分配金再投資コース」があります。ただし、販売会社に

よっては、どちらか一方のみの取扱いとなる場合があります。

詳細は販売会社までお問い合わせください。

課税関係

各ファンドは課税上は株式投資信託として取り扱われます。原則として、分配時の普通分配金ならびに

換金時の値上がり益および償還時の償還差益に対して課税されます。

※公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合に少額投資非課税制度（NISA）の適用対

象となります。

＜成長型＞＜隔月決算・予想分配金提示型＞NISAの「成長投資枠（特定非課税管理勘定）」の対象

ですが、販売会社により取扱いが異なる場合があります。くわしくは、販売会社にお問い合わせくだ

さい。

＜毎月決算・予想分配金提示型＞NISAの対象ではありません。

※税法が改正された場合等には、上記の内容が変更となることがあります。

ご購入の際は、投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 7

お申込みメモ
Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）



※上記手数料等の合計額等については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。
※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。

ご購入時 購入時手数料

購入価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として、販売会社が別に定める手数料率を乗じて得た

額となります。購入時手数料は、商品や投資環境の説明および情報提供等、ならびに購入に関

する事務手続き等にかかる費用の対価として、販売会社に支払われます。

※くわしくは販売会社にお問い合わせください。

ご換金時

換金時手数料 ありません。

信託財産留保額 換金申込受付日の翌々営業日の基準価額に0.3％の率を乗じて得た額とします。

保有期間中

（信託財産か

ら間接的にご

負担いただき

ます。）

運用管理費用

（信託報酬）

各ファンド

ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.078％（税抜0.98％）

投資対象とする

国内籍私募投資信託

ブルーチップファンドの純資産総額に対して年率0.649％（税抜

0.59％）

実質的な負担

各ファンドの日々の純資産総額に対して年率1.727％（税抜1.57％）

概算

※上記は各ファンドが投資対象とするブルーチップファンドを高位に

組入れた状態を想定しています。

その他の

費用・手数料

組入有価証券等の売買の際に発生する売買委託手数料、信託事務の諸費用、外国での資産の

保管等に要する費用、監査費用等が信託財産から支払われます。

※投資対象とするブルーチップファンドにおいては、上記以外にもその他の費用・手数料等が

別途かかる場合があります。

※その他の費用・手数料については、定期的に見直されるものや売買条件等により異なるもの

があるため、事前に料率、上限額等を表示することができません。

支払先 内訳(税抜） 主な役務

委託会社 年率0.31％

信託財産の運用、目論見書

等各種書類の作成、基準価

額の算出等の対価

販売会社 年率0.65%

購入後の情報提供、交付運

用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等

の対価

受託会社 年率0.02%

運用財産の保管・管理、委託

会社からの運用指図の実行

等の対価

詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。 8

お客さまにご負担いただく
手数料等について

Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）
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・
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月

決
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・

予

想

分

配

金

提

示

型

商号 登録番号等 日本証券
業協会

一般社団
法人日本
投資顧問
業協会

一般社団
法人金融
先物取引
業協会

一般社団
法人第二
種金融商
品取引業
協会

● ● 株式会社北都銀行 登録金融機関　東北財務局長（登金）第10号 ○
● ● 株式会社荘内銀行 登録金融機関　東北財務局長（登金）第6号 ○
● ● 株式会社三十三銀行 登録金融機関　東海財務局長（登金）第16号 ○
● 株式会社滋賀銀行 登録金融機関　近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○
● ● 株式会社中国銀行 登録金融機関　中国財務局長（登金）第2号 ○ ○
● ● 株式会社山口銀行 登録金融機関　中国財務局長（登金）第6号 ○ ○
● ● 株式会社北九州銀行 登録金融機関　福岡財務支局長（登金）第117号 ○ ○
● ● 株式会社きらやか銀行 登録金融機関　東北財務局長（登金）第15号 ○
● 株式会社神奈川銀行 登録金融機関　関東財務局長（登金）第55号 ○
● ● 株式会社富山第一銀行 登録金融機関　北陸財務局長（登金）第7号 ○
● 株式会社名古屋銀行 登録金融機関　東海財務局長（登金）第19号 ○
● ● 株式会社もみじ銀行 登録金融機関　中国財務局長（登金）第12号 ○ ○
● ● 株式会社徳島大正銀行 登録金融機関　四国財務局長（登金）第10号 ○
● 永和証券株式会社 金融商品取引業者　近畿財務局長（金商）第5号 ○
● ● 株式会社ＳＢＩ証券 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○
● ● 極東証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第65号 ○ ○
● ● あかつき証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第67号 ○ ○ ○
● ● 島大証券株式会社 金融商品取引業者　北陸財務局長（金商）第6号 ○
● ● みずほ証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第94号 ○ ○ ○ ○
● めぶき証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第1771号 ○
● ● むさし証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第105号 ○ ○
● ● 中銀証券株式会社 金融商品取引業者　中国財務局長（金商）第6号 ○
● ● 楽天証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○
● ● 西日本シティＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者　福岡財務支局長（金商）第75号 ○
● ● 浜銀ＴＴ証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第1977号 ○
● ● 水戸証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第181号 ○ ○
● ● 三豊証券株式会社 金融商品取引業者　四国財務局長（金商）第7号 ○
● ● 明和證券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第185号 ○

9

販売会社 （お申込み、投資信託説明書 （交付目論見書 ）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください ）

（原則、金融機関コード順）

●印は取扱いファンドを示しています。〇印は協会への加入を意味します。 202５年６月19日時点

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会

社の照会先までお問い合わせください。

※最終ページの「投資信託ご購入の注意」をご確認ください。

Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）



10
250６０６SK313993.94.313407ファンド通信

委託会社 アセットマネジメントOne株式会社 信託財産の運用指図等を行います。

受託会社 みずほ信託銀行株式会社 信託財産の保管・管理業務等を行います。

販売会社
募集の取扱いおよび販売、投資信託説明書（目論見書）・運用報告書の交付、収益分配金の再投資、収益分配金、一部
解約金および償還金の支払いに関する事務等を行います。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。

●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

●各ファンドは、実質的に株式等の値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクもあります。） に投資をしますので、市場環境、

組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証されて

いるものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益はすべて投資

者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性

について、同社が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

●投資信託は

1.預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社

を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

2.購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。

3.投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

投資信託ご購入の注意

委託会社その他関係法人の概要

アセットマネジメントOne株式会社
受付時間：営業日の午前9時～午後5時

0120-104-694 ホームページアドレス

https://www.am-one.co.jp/

照会先

ご注意事項等
Ｏｎｅ／フィデリティ・ブルーチップ・グロース株式ファンド
（成長型／隔月決算・予想分配金提示型／毎月決算・予想分配金提示型）

当資料で使用している指数について

●米国株式：S&P 500種指数（トータルリターン、米ドルベース）

●米国大型成長株式：ラッセル1000グロースインデックス（トータルリターン、米ドルベース）

●世界株式：MSCI AC ワールドインデックス（トータルリターン、米ドルベース）

※ラッセル1000グロースインデックスは類似運用戦略のベンチマークであり、各ファンドのベンチマークではありません。またご参考と
してS&P 500種指数、MSCI AC ワールドインデックスを使用していますが、類似運用戦略、各ファンドのベンチマークまたは参考
指数ではありません。

指数の著作権等

●S&P 500種指数は、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLCまたはその関連会社の商品であり、これを利用するライセンスが委託会

社に付与されています。S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスLLC、ダウ・ジョーンズ・トレードマーク・ホールディングズLLCまたはその

関連会社は、いかなる指数の資産クラスまたは市場セクターを正確に代表する能力に関して、明示または黙示を問わずいかなる表明

または保証もしません。また、S&P 500種指数のいかなる過誤、遺漏、または中断に対しても一切責任を負いません。

●ラッセル1000グロースインデックスはラッセル・インベストメント・グループが開発した指数であり、著作権等の知的財産その他一切

の権利はラッセル・インベストメント・グループに帰属します。ラッセル・インベストメント・グループは、対象インデックスの正確性、完全

性、信頼性、有用性を保証するものではなく、対象インデックスを用いて行われる事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。

●MSCI AC ワールドインデックスに関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同

指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。


